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利用・用途・応用分野

光ファイバーを接続する光アイソレータの小型化

目的・課題 解決ポイント

複屈折率が大きい複屈折単結晶を
プリズムに使用できれば、光アイソ
レータを小型化することが可能となる
ため、ルチル複屈折単結晶より複屈
折が大きい複屈折単結晶が求めら
れていた。
ルチル複屈折単結晶より複屈折率
が大きいＭｇＴｉＯ３単結晶体を使用し
たプリズム及びＭｇＴｉＯ３複屈折単結
晶の製造方法を提供する。

ファイバを接続する、ファラデー回転
子及びＭｇＴｉＯ３複屈折単結晶板を
備えた光アイソレータである。ＭｇＯ、
ＴｉＯ２を化学量論組成（ＭｇＯ：ＴｉＯ２
＝１：１）で混合し焼結して作成したＭ
ｇＴｉＯ３セラミクス棒を用いて浮遊帯
溶融法によりＭｇＴｉＯ３複屈折単結晶
を製造する。
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１，２：光ファイバ
３ ：ファラデー回転子
４，５：ＭｇＴｉＯ３複屈折単結晶板

本発明のＭ ｇ Ｔ ｉ Ｏ ３ 複屈折単結晶
体は、従来のルチル複屈折単結晶体よ
り複屈折率が大きく、複屈折単結晶を
薄くできるので、光アソレータの複屈折
単結晶プリズムの小型化が可能となる。
また、本発明の製造方法により大きい
複屈折率を有するＭ ｇ Ｔ ｉ Ｏ ３ 複屈折
単結晶をＦＺ 法により大きい単結晶を
容易に製造することができる。
ＭｇＯ、ＴｉＯ２を化学量論組成（ＭｇＯ：Ｔｉ
Ｏ２＝１：１）で秤量し、それを混合、破砕
して、棒状に成形し、１３００℃で１０ｈｒ
焼成して１ｃｍ径長さ１０ｃｍのＭｇＴｉＯ３

セラミクス棒を作成した。


